




















































































































































































































































































































































































































































































































P36 ～ 58 参照，各文献の初代飛騨屋久兵衛倍行より 2 代倍正の企業者活動
期（元禄～元文期）を中心に作成．北海道立文書館編『北海道史略年表』
















































































































































西暦 元号 年数 年令 主なる活動
1698 元禄 １1 １ 倍行の弟伊右衛門の長男とし て誕生．名を久蔵
と称する．
1700 同 13 ３ 南部大畑に，飛騨と号し ，木材商を開く．
倍行は飛騨屋初代久兵衛を名のる．
1702 同 15 ５ 松前に渡来，初代久兵衛尻別の檜山を開く．




1728 享保 13 31 臼山跡山８カ年山田庄兵衛らと仲間経営満期の
時，残金（7839両３歩）を三つ割（2613両１
歩）とする．
1737 元文 ２ 40 尻別山６カ年唐檜請負毎年15000石を伐採．
運上金１カ年1300両．

































寛保２年（1742）11 月 30 日福山において 45 歳の生涯を終えている。










































西暦 年号 年数 年齢 主たる活動
1737 元文 ２ １ 飛州益田郡下呂郷潟之島村に出生．幼名は亀之助
（妻は尾張藩家臣松井外記の養女）．
1743 寛保 ３ ７ 父倍正死去にともない，蝦夷地木材請負業及び商
業を継承．今井所左衛門後見となる．
1750 寛延 ３ 14 辻文右衛門の伐採した厚岸山伐採請負．
1752 宝暦 ２ 16 尻別山伐採．
1753 〃 ３ 17 石狩山伐採五カ年請負願書提出（許可）．
1754 〃 ４ 18 七戸領清水目山，大坪山，小坪山，角田長兵衛請
負に1400両貸付．
1758 〃 ８ 22 木古内山請負．
1760 〃 10 24 大畑店儀兵衛の息子嘉右衛門を支配人とする．南
部領208山全部留山となる．
1763 〃 13 27 松前藩請負切替の時，唐檜の外椴松山もすべて留
山とする．
1766 明和 ３ 30 大畑店支配人嘉右衛門，店金2802両押領により罷
免となる．




1769 〃 ６ 33 松前藩の圧迫厳しくなり，飛騨屋は伐木業の廃止
を決定．藩の直営となり嘉右衛門担当したが利益
あがらず，新宮屋久右衛門に請負わす．
1773 安永 ２ 37 藩の財政厳しく，8183両の貸付金の返済困難．よ
って2783両を藩に献納．残金5400両に対して絵
鞆，厚岸，霧多布，国後の四場所の請負許可．
1774 〃 ３ 38 国後トウプイの乙名ツキノエ，交易船に暴行．交
易不能となる．
1775 〃 ４ 39 藩への貸付金2856両に対して，本年より酉年
（1789・寛政元年）までの15年間，宗谷場所を請
負う．
1778 〃 ７ 42 ロシア人ケレトフセ，メテリヤウコベツ霧多布場
所ノッカマフに来る．交易不能．
1779 〃 ８ 43 ケレトフセ以下48人厚岸場所ツクシコイに来る．
交易不能．
1780 〃 ９ 44 嘉右衛門を相手に弟久次郎と連署で幕府に公訴．






















西暦 年号 年数 主たる記事
1760 宝暦 10 大畑店儀兵衛の息子嘉右衛門支配人に任免される．
1766 明和 ３ 嘉右衛門店金2802両を押領したことにより罷免とな
る．
1767 〃 ４ 嘉右衛門は久兵衛の伐木業を奪う目的のため松前藩士
を誘う．この計画は失敗に終わる．
1770 〃 ７ 南部屋嘉右衛門，石狩山の杣入を藩に具申．
1772 安永 元 南部屋嘉右衛門，蝦夷地サル山の赤松伐出を請負う．
1773 〃 ２ 南部屋嘉右衛門，蝦夷地法度に背き入牢．
1774 〃 ３ 南部屋嘉右衛門，大畑において松前藩より南部藩に引
き渡される．






1780 〃 ９ 飛騨屋久兵衛は上記一件について嘉右衛門を幕府に公
訴．
1781 天明 元 飛騨屋公訴事件の判決．嘉右衛門死罪の判決となる．
出所：白山友正「飛騨屋武川久兵衛年表」（『函館大学論究』第１輯，1965 年）p.75
～ 78 参照．ならびに北海道編『新北海道史年表』（北海道出版企画セン



























































































































































済新報社、1977、P.5。 Edwin O. Reischauer、“Japan ―past and the 
present―”　Alfred A. Knapf、1964 年、鈴木重吉訳『日本《過去と現
在》』時事通信社、1967 年、p.84-85、ならびに M.Y. Yoshino “Japan’s 





ら び に M.Y. Yoshino “Japan’s Managerial System: Tradition and 


















































1974 年 11 月号）P.86、ならびに竹内宏「花ひらく豪商の世紀」（竹内











































































































































60）寛保２年（1742）11 月 24 日「武川倍正遺言状」（『武川家文書』所収）。









を中心にして―」（『札幌大学女子短期大学部紀要』第 37 号、2001 年
３月）参照。
65）拙稿「企業と環境」（石井武俊編著『経営学入門』八千代出版株式会
社、1992 年所収）P.105 参照。
66）年表については注 63 を参照されたい。
67）飛騨屋の支配人を罷免されてから公訴されるに至る十数年間の嘉右衛
門の行動についての論述は、主として北海道編『新北海道史年表』（北
海道出版企画センター、1989 年、P.68-75）に依拠している。
68）秋田俊一・高橋伸幸・三ッ木芳夫「飛騨屋武川家文書編年目録」（『札
50　江戸期商家経営にみる事業継承・相続に関する一考察
幌大学女子短期大学部紀要』第 27・28・29 号の編年目録を合本、1997
年３月）P.77-78 参照。出典は、『飛騨屋文書』の「乍恐以書付奉願上
候御事」（安永２年９月６日）である。筆者は久兵衛、受取人は氏家、
鈴木（松前藩士）となっている。
69）同上「編年目録」P.79 参照。出典は、『飛騨屋文書』の「証文之覚」（安
永４年未一月晦日）。
70）下林博孝「飛騨屋久兵衛蝦夷地交易方一件について―寛政元・２年
蝦夷地騒動公訴に関する一考察―」（『岐阜県歴史資料館官報』 17 号、
1994 年）P.70-71 参照。
71）北海道編『新北海道史年表』、安永２年（1773）９月 25 日の項より引
用（P.73）。
72）同上『新北海道史年表』、安永８年（1779）２月 18 日の項より引用
（P.75）。ただし、出牢する前月の 11 日に松前役所にて藩への召し抱え
を嘉右衛門は申し渡された。しかも盛岡の獄中にいたのではなく、南
部大畑村に居住していたと飛騨屋側の記録は語っている（『飛騨屋文
書』の「安永八亥年訴訟書留帳」。ならびに、秋田俊一・高橋伸幸・三
ッ木芳夫『飛騨屋武川家文書目録』の「訴訟書留帳」の項、P.82-84 も
あわせて参照）。
73）同上『新北海道史年表』、安永８年（1779）２月 18 日の項より引用
（P.75）。出典は『飛騨屋文書』の「安永八亥年訴訟書留帳」。
74）上記引用文献と同じ（P.75 参照）。
75）白山友正「奥蝦夷地場所請負人の自衛手段―安永九年の飛騨屋の公訴
を中心として―」（『北海学園大学経済学会経済論集』第 21 巻、４号、
1974 年）P.3-4。当時、蝦夷地場所往復の積荷の慣例として、場所荷物
改めの役人が、乗船して積載荷物改めを行い、松前到着時に再び役人
（沖ノ口改め役人）が荷物改めを実施する。船主の荷物以外に水主等の
私有荷物（帆待荷物）の少々の積載がある。これは、水主等の低賃金
を補う意味があった。松前表での役人改めの折は、口銭を差し出すこ
とによって許可を得ていた。秋田・高橋・三ッ木『飛騨屋武川家文書
編年目録』P.86 を参照。
76）秋田・高橋・三ッ木『飛騨屋武川家文書編年目録』「訴訟書留帳」の
項、P.82-83 参照。出典は、『飛騨屋文書』の「安永八亥年訴訟書留
帳」。ならびに白山友正、同上論文、P.7 参照。
51
